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　１０月１１日と１２日の２日間「第１１回盛田幸妃杯

少年野球大会兼平成２６年度鹿部クラップーズ近

隣市町交流大会」が、山村広場多目的グラウン

ドで開催され、近隣の野球少年団１０チームが参

加しました。鹿部クラップーズは惜しくも３位

となりましたが、チーム一丸となって手に汗握

る試合を展開していました。
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平成２５年度

決 算 審 査

す
べ
て
の
会
計
の

　
　
　
決
算
を
認
定

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
に
平
成
　
年
度
決
算
が
提
案
さ
れ
、

２５

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
審
査
し
た
結
果
、
一
般
会
計
の
ほ
か
３

特
別
会
計
、
１
企
業
会
計
の
全
会
計
及
び
報
告
１
件
を
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
が
な
さ
れ

満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画 策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定初初初初初初初初初初年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度のののののののののの決決決決決決決決決決策定初年度の決算算算算算算算算算算算

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
　

億
３６

５
４
４
０
万
８
６
１
６
円
。
町

税
の
総
額
は
前
年
度
対
比
３
．

７
％
減
の
４
億
２
１
２
１
万
１

６
０
８
円
。
う
ち
住
民
税
は
前

年
度
対
比
　
．
９
％
減
の
１
億

１０

３
９
３
２
万
５
３
９
７
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
　
億
１

３６

３
７
４
万
３
３
９
５
円
。
住
民

福
祉
関
係
と
し
て
、
ひ
ま
わ
り

団
地
Ａ
棟
の
建
設
、
一
般
廃
棄

物
埋
立
処
分
地（
最
終
処
分
場
）

の
建
設
、
鹿
部
公
園
の
駐
車
場

及
び
ト
イ
レ
整
備
、
各
種
検
診
、

子
育
て
支
援
事
業
、
介
護
人
材

育
成
事
業
な
ど
。
産
業
関
係
で

は
、
水
産
資
源
保
護
事
業
及
び

放
流
事
業
、
町
有
林
の
整
備
、

し
か
べ
間
歇
泉
公
園
周
辺
整
備

基
本
構
想
策
定
委
託
、
鹿
部
商

工
会
運
営
補
助
な
ど
。
防
災
関

係
で
は
、
新
た
な
防
災
情
報
通

信
設
備
の
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。

一般会計　収入（歳入）合計

３６億５４４０万円

平成２５年度各会計収支（歳入・歳出）決算額

水道事業会計

特別会計

一般会計
会計

区分 後期高齢者

医　　　療

介護保険

（サービス）

介護保険

（保険）

国民健康

保　　険

収益的収入合計

　　１億８０万円
４１４３万円１０３万円

２億　　　

　９２８３万円

８億　　　

　６５８５万円

３６億　　　

　５４４０万円
歳入

収益的支出合計

　　  ７７０４万円
４１１２万円１０３万円

２億　　　

　８８５２万円

１０億　　　

　９２１１万円

３６億　　　

　１３７４万円
歳出
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第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画 策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定初初初初初初初初初初年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度のののののののののの決決決決決決決決決決第５次総合計画　 算算算算算算算算算算
　平成２１年度では２０億円でしたが、４年間で約２４億

円に増額となっています。

　平成２４年度までは、借入金（町債）が減っていま

したが、ひまわり団地と一般廃棄物埋立処分地の建

設により借り入れを行ったため、増額となっていま

す。
一般会計　支出（歳出）合計

３６億１３７４万円
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万
３
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。

◆
鹿
部
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
◆
鹿
部
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◆
鹿
部
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
　
年
８
月
に

２４

成
立
し
た
、「
子
ど
も
・
子
育
て

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２６

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
　
年
８
月
　
日
付
け
で
専

２６

１１

決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
０
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
６
５

２９

８
５
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
８
月
　
日
か
ら
翌

１０

日
ま
で
の
豪
雨
に
よ
り
、
滝
ノ

沢
林
道
の
路
肩
の
一
部
が
崩
落

し
た
こ
と
に
よ
る
、
災
害
復
旧

と
し
て
、
工
事
請
負
費
２
８
０

万
円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２６

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
　
年
８
月
　
日
付
け
で
専

２６

１４

決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
８
１
万
３
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
２９

６
９
６
６
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。
　
内
容
は
、
現
在
進
め
て
い
る
、

し
か
べ
間
歇
泉
公
園
周
辺
整
備

に
係
る
、
現
存
泉
源
の
利
活
用

調
査
の
た
め
の
委
託
料
３
８
１

承

認

巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　平成２６年第３回定例会は、９月９日に招集され会期を４日間と決め、町長の行政報
告のあと、１名の議員が一般質問を行いました。また、承認２件、条例４件、補正予
算４件、認定５件、報告２件、同意３件、意見書案１件、その他議案１件の審議を行
い、全て原案のとおり可決及び承認され会期を１日残して閉会しました。
　なお、審議された議案の主な内容は、下記のとおりです。

○社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）導入に係る各種システム整備及び改修経費

　・住民基本台帳システム改修等業務委託料　　　　　　３２５万６千円の追加

　・地方税務システム改修等業務委託料　　　　　　　　１８９万６千円の追加

　・団体内統合利用番号連携サーバー整備等業務委託料　１４９万９千円の追加

主な内容

支
援
法
に
基
づ
く
関
連
３
法
」

に
お
い
て
、
町
で
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
条

例
制
定
し
た
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
重
度
心
身
障
害
者
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
年
４
月
に
制

定
・
公
布
さ
れ
た
「
次
代
の
社

会
を
担
う
子
供
の
健
全
な
育
成

を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」に
基
づ
い
て「
母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
が
「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

関
係
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

条

例
調査作業状調査作業状況況
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定
　
　
　
例
　
　
　
会

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２６

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
７

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
　
億
７
８
４
４
万
３
千
円

２９

と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
導
入
（
注
１
）
に

係
る
各
種
シ
ス
テ
ム
整
備
費
と

既
存
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
６

６
５
万
１
千
円
の
追
加
な
ど
で

す
。

（
注
１
）
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
は
、
複
数
の
機
関
に
存
在

す
る
個
人
の
情
報
を
同
一
人
の

情
報
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
行

う
た
め
の
基
盤
で
、
国
民
に
と

っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公

正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

社
会
基
盤
で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２６

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
２

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
　
億
４
０
７
８
万
９
千
円

１１

と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
平
成
　
年
度

２５

国
庫
負
担
金
等
の
償
還
金
に
係

る
追
加
で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２６

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
億
８
７
８
９
万
１
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
国
庫

２５

負
担
金
等
の
地
域
新
事
業
に
お

け
る
償
還
金
及
び
介
護
給
付
費

の
追
加
交
付
金
等
に
係
る
追
加

で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２６

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
６
７

万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
４
６
９
８
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
保
険
料
率
の

改
正
及
び
前
年
度
出
納
整
理
期

間
保
険
料
等
納
付
金
分
と
し
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
４
７
１
万
１
千
円
の
追
加

で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
財
政
健

２５

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
各
会

２５

計
の
決
算
数
値
を
基
礎
と
し
、

算
出
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率

に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見

を
付
け
て
議
会
へ
報
告
し
た
も

の
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
い
ず
れ
の
比

率
も
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

鹿
部
町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

◆
鹿
部
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
９
月
　
日
を
も
っ

２６

３０

て
任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
３

名
の
方
に
つ
い
て
、
満
場
一
致

で
再
度
選
任
す
る
こ
と
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

○
川
村
　
利
美
　
氏
　
　
歳
６１

　
字
本
別
５
３
０
番
地
５
７
７

○
正
村
　
正
廣
　
氏
　
　
歳
６５

　
字
宮
浜
　
番
地
２

９４

○
松
川
　
明
弘
　
氏
　
　
歳
５９

　
字
本
別
　
番
地

７３

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
を
組
織
す
る
団
体
の

増
加
及
び
北
海
道
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
町
が
加
入
し
て

い
る
当
該
組
合
に
、
新
た
に
団

体
が
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

組
合
組
織
団
体
の
協
議
が
必
要

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◆
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大

臣
、
復
興
大
臣

補

正

予

算

報

告

意
見
書
の
提
出

同
意
（
人
事
）

そ

の

他
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一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

　
本
年
第
１
回
定
例
会
で
人
口

の
減
少
に
つ
い
て
の
一
般
質
問

が
あ
り
、「
第
５
次
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
そ
の
前
半
の
５
年

で
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
」

旨
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
答
弁
で
何
度
も
「
難
し
い
、

難
し
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

通
り
、
こ
れ
は
確
か
に
難
し
い

テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
避

け
て
通
れ
な
い
町
勢
の
根
幹
に

か
か
わ
る
大
事
な
問
題
だ
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
重
ね
て
ご
質
問

い
た
し
ま
す
。

　
人
口
減
対
策
は
、
次
の
３
種

の
人
々
に
対
す
る
施
策
に
な
ろ

う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
①
鹿
部

で
子
供
を
産
み
育
て
た
く
な
る

よ
う
な
施
策
、
②
学
校
を
出
た

子
供
た
ち
が
鹿
部
で
そ
の
後
も

暮
ら
し
た
く
な
る
よ
う
な
施
策
、

③
外
部
か
ら
鹿
部
町
に
移
り
住

ん
で
み
た
く
な
る
よ
う
な
施
策
。

　
以
上
の
三
つ
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
①
先
の
答
弁
で
、
保
育
所
利

用
支
援
等
就
学
前
の
児
童
対
策

や
医
療
費
の
無
料
化
、
公
園
の

充
実
な
ど
を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
私
は
他
の
町
よ
り
一
歩

先
ん
じ
た
、
鹿
部
で
子
育
て
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
、
よ
り
積
極
的
な
施

策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
②
現
在
、
町
内
の
学
校
を
出

た
人
た
ち
の
町
内
生
活
率
は
ど

れ
程
に
な
っ
て
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
　
③
こ
れ
ま
で
町
は
、
直
接
の

移
住
対
策
は
と
ら
ず
、
大
和
リ

ゾ
ー
ト
任
せ
に
な
っ
て
い
た
感

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
町
と

し
て
積
極
的
に
前
面
に
出
て
移

住
対
策
を
と
る
お
考
え
は
あ
り

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
質
問
は
、
人
口
減
少
対
策

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
行
政
運

営
を
行
う
上
で
、
人
口
は
、
ま

さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ

り
、
人
口
減
少
は
全
国
的
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
に

お
け
る
１
月
１
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
動
態

調
査
に
お
い
て
、
平
成
　
年
を

２１

ピ
ー
ク
に
５
年
連
続
で
人
口
が

減
少
と
な
る
と
総
務
省
が
本
年

６
月
　
日
に
発
表
し
た
と
こ
ろ

２５

で
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
は
、
出
生

数
が
死
亡
数
を
下
回
る
現
象
が

続
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
は
日
本
が
人
口
減
少
時
代
に

入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
出
生
数
が
死
亡
数

を
下
回
る
自
然
動
態
に
お
い
て

は
、
本
町
は
も
ち
ろ
ん
全
国
的

に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
国
で
は
人
口
急
減
・
超
高

齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
に
取

組
み
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続

的
な
社
会
を
創
生
す
る
た
め
の

司
令
塔
と
し
て
内
閣
官
房
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
設
置
に
向
け
て
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
動
向
に
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
一
方
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
を
見
据
え

た
対
応
に
つ
い
て
課
題
を
整
理

し
、
関
連
施
策
の
よ
り
効
果
的

な
推
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
持

続
可
能
な
地
域
の
あ
り
方
や
そ

の
た
め
の
対
策
と
し
て
「
持
続

可
能
な
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
に
お
い
て

も
情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
第
４
次
鹿

部
町
総
合
計
画
及
び
第
５
次
鹿

部
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、
更

に
は
内
部
組
織
を
活
用
し
、
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
人
口
動

態
調
査
に
お
い
て
の
本
町
の
人

口
は
、
昨
年
の
調
査
と
比
較
し
、

■
先
ん
じ
た
も
の
が
で
き
る

か
は
明
言
で
き
な
い
が
、

計
画
に
基
づ
き
諸
施
策
を

進
め
る
。

　
（
答
弁
者
）

川
　
村
　
　
茂
　
町
長

朝井翔二　議員

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

１
５
４
人
の
減
少
で
、
３
．　４８

％
の
減
少
率
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
数
値
に
関
し
て
は
過
去
に

例
を
見
な
い
数
値
で
あ
り
、
若

年
層
の
結
婚
・
就
職
・
就
学
な

ど
の
理
由
に
よ
る
転
出
に
加
え

中
高
年
層
の
転
職
な
ど
、
人
口

流
出
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
然
動
態

と
社
会
動
態
の
２
つ
の
要
因
に

よ
る
人
口
減
少
は
、
本
町
の
産

業
、
経
済
、
教
育
、
福
祉
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
い
て
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、

第
５
次
鹿
部
町
総
合
計
画
に
お

い
て
の
各
種
施
策
を
加
速
化
さ

せ
る
な
ど
、
早
急
に
対
策
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
現
在
、
総
合
的
な

取
組
み
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
人
口
減
少
対
策
な
ど

の
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
員
ご
質
問
の
３
点

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　
１
点
目
と
し
て
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
ご
質
問
で
す
が
、

子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、
国

に
お
い
て
も
、
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
一



鹿部町議会だより（７）

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

人
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
や
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

の
た
め
の
施
策
な
ど
、
総
合
的

な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
た
め
関
連
３
法
に
基
づ

く
新
支
援
制
度
が
設
計
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
新
制
度

に
お
い
て
厚
生
労
働
省
令
が
出

さ
れ
た
基
準
に
よ
り
、
今
定
例

会
へ
関
連
条
例
３
本
を
上
程
い

た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
町
内
に
お
け
る

幼
稚
園
や
保
育
園
の
施
設
や
事

業
者
向
け
で
、
保
育
機
能
の
強

化
や
財
政
措
置
、
認
可
や
運
営

基
準
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
　
年
第
１
回
鹿

２６

部
町
議
会
定
例
会
で
議
決
い
た

だ
い
た
、「
鹿
部
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
条
例
」に
基
づ
き「
鹿

部
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
を
策
定
中
で
あ
り
ま

す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
地

域
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支

援
の
提
供
に
つ
い
て
、
本
年
度

中
に
策
定
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
ご
質
問
の
他
の
町
よ
り

先
ん
じ
た
も
の
が
で
き
る
か
は
、

今
の
と
こ
ろ
明
言
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
諸

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
制
度
ス
タ
ー
ト
は
、
平
成

　
年
４
月
か
ら
と
な
っ
て
お
り

２７ま
す
が
、
国
の
新
制
度
の
財
源

が
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
財

源
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
国

の
動
向
を
見
な
が
ら
具
体
的
な

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
２
点
目
で
あ
り
ま
す
が
、
中

学
校
卒
業
後
の
町
内
生
活
率
に

関
す
る
ご
質
問
で
す
が
、
町
内

の
学
校
を
出
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
質
問
の
趣

旨
は
鹿
部
中
学
校
卒
業
生
の
町

内
生
活
率
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

年
齢
の
幅
が
広
く
全
て
を
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
学
卒
業
の
年
齢
を
一

つ
の
目
安
と
し
、
平
成
元
年
度
、

平
成
２
年
度
及
び
平
成
３
年
度

生
ま
れ
、
年
齢
に
し
て
平
成
　２６

年
度
に
お
い
て
　
歳
か
ら
　
歳

２３

２５

に
な
る
鹿
部
中
学
校
卒
業
生
に

つ
い
て
、
町
内
生
活
率
を
調
査

し
た
結
果
、
３
年
間
で
の
卒
業

生
１
７
６
人
の
内
　
人
が
、
現

７０

在
、
居
住
さ
れ
て
お
り
、
町
内

生
活
率
は
　
．
８
％
で
あ
り
ま

３９

し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
３
点
目
の

移
住
対
策
に
関
す
る
ご
質
問
で

す
が
、
本
町
の
現
在
の
取
組
み

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
移
住
・

定
住
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
平

成
　
年
度
か
ら
開
設
す
る
と
と

１７
も
に
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移

住
相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を

併
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
移
住
促
進
協

議
会
に
加
入
し
て
お
り
ま
し
て
、

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク

が
貼
ら
れ
、
年
１
回
発
行
さ
れ

ま
す
「
北
海
道
生
活
体
験
ま
る

ご
と
ガ
イ
ド
」
に
本
町
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
な
お
、
今
後
の
取
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
総
合
計
画
に
盛

り
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
本
町

の
魅
力
や
生
活
が
体
験
で
き
る

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
の
場
を

希
望
者
に
提
供
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

本
町
の
住
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

私
の
第
一
の
基
本
で
あ
り
ま
す

の
で
、
人
口
急
減
が
少
し
で
も

緩
や
か
に
減
少
す
る
対
策
を
今

後
も
講
じ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
人
口
減
対
策
と
い
う
の
は
、

や
っ
ぱ
り
国
の
政
策
に
か
か
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
や
道

と
協
調
し
な
が
ら
や
っ
て
行
く

手
立
て
、
一
方
で
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
思
い
切
っ
た
手

立
て
に
よ
り
、
他
の
自
治
体
と

の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
大
事

で
は
と
考
え
て
い
る
。
現
在
検

討
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
、

実
り
の
あ
る
結
果
が
出
る
こ
と

に
期
待
し
ま
す
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
事
が
出
て
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

　
中
学
校
を
卒
業
し
て
、
一
度

町
を
出
る
こ
と
は
決
し
て
い
け

な
い
事
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
視
野
を
広
げ
て
、
改
め

て
鹿
部
町
に
帰
っ
て
来
て
く
れ

る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
考
え

て
お
り
、
戻
っ
て
来
た
く
な
る

よ
う
な
施
策
、
他
に
は
無
い
鹿

部
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
べ
き

で
は
と
考
え
ま
す
。

　
移
住
対
策
に
つ
い
て
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
や
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の

反
応
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

大
和
リ
ゾ
ー
ト
で
は
人
口
が
減

少
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
高
齢
化
率
は
進
ん

で
い
ま
す
。
町
独
自
、
ま
た
は

大
和
リ
ゾ
ー
ト
と
手
を
組
み
な

が
ら
や
っ
て
行
く
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

　
私
は
、
鹿
部
町
に
行
っ
て
み

よ
う
か
と
思
え
る
よ
う
な
、
き

ら
り
と
光
る
何
か
、
注
目
さ
れ

る
よ
う
な
施
策
、
是
非
と
も
お

願
い
し
た
い
。

　
人
口
減
対
策
は
国
の
施
策
と

い
う
も
の
が
大
変
大
き
な
市
場

を
占
め
て
く
る
と
、
私
も
思
っ

て
お
り
ま
す
。

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

　
朝
　
井
　
翔
　
二
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
　
村
　
　
　
茂
　
町
長
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一
般
質
問

委
　
員
　
会
　
の
　
活
　
動

　
現
在
検
討
し
て
い
る
も
の
は

　
項
目
あ
り
、
こ
れ
は
各
課
か

９５ら
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
た

と
こ
ろ
参
考
に
な
る
部
分
が
あ

り
ま
し
た
。
具
体
的
な
こ
と
は

ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。

　
大
和
リ
ゾ
ー
ト
と
の
関
係
で

す
が
、
数
年
前
に
は
大
和
リ

ゾ
ー
ト
が
大
阪
や
東
京
で
行
う

移
住
説
明
会
な
ど
へ
、
町
の
担

当
課
も
参
加
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
休
ん
で
い
る
状
態

で
あ
り
、
で
き
れ
ば
再
開
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
施
策
と
し
て
高
齢
化
対
策
と

い
う
の
は
、
か
な
り
重
要
な
部

分
を
占
め
て
く
る
。
こ
れ
も
　９５

項
目
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

い
つ
か
の
時
点
で
議
員
の
皆
様

に
も
お
示
し
し
、
で
き
る
も
の

か
ら
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
き
ら
り
と
光
る
素
材
、
生
か

し
て
る
部
分
も
あ
る
が
、
生
か

し
切
れ
て
い
な
い
と
。
一
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
間
歇
泉
公

園
な
ど
、
観
光
的
な
部
分
を
頑

張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

◇
総
務
経
済
構
成
委
員

　
委

員

長
　
盛
田
　
鐵
次

　
副
委
員
長
　
朝
井
　
翔
二

　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
頼
幸

　
委
　
　
員
　
船
橋
　
敦
子

　
委
　
　
員
　
吉
　
　
英
樹

◇
調
査
事
項

　
本
別
漁
港
の
視
察
に
つ
い
て

◇
調
査
年
月
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日

２６

１５

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
提
出
さ
れ
た
関

係
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

◇
調
査
結
果

　
本
別
漁
港
整
備
事
業
は
平
成

　
年
度
か
ら
着
工
し
、
平
成
　

１４

２４

年
度
に
完
成
し
て
い
る
が
、
新

港
部
分
へ
の
振
れ
込
み
（
波
）

が
激
し
く
漁
船
を
係
船
で
き
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
西
防
波
堤
が
完
成
し

て
か
ら
振
れ
込
み
が
問
題
と
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　２３

年
度
に
は
旧
西
防
波
堤
に
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
、
平
成
　２４

年
度
に
は
第
２
突
堤
を
新
設
し

対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
問
題

の
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
町
は
、
更
な

る
対
策
を
講
じ
る
よ
う
北
海
道

に
対
し
要
望
し
て
お
り
、
こ
れ

を
受
け
北
海
道
で
は
今
年
度
調

査
費
を
計
上
し
、
今
後
調
査
結

果
に
基
づ
き
対
策
工
事
を
す
る

と
の
確
約
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

７
月
　
日
開
催
の
漁
港
整
備
促

２９

進
協
議
会
に
お
い
て
、
今
後
の

方
向
性
が
説
明
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

経
過
を
見
守
る
と
と
も
に
問
題

が
解
決
す
る
ま
で
は
、
北
海
道

に
は
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
町
に
は
引

き
続
き
北
海
道
へ
要
望
し
て
い

く
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

総総
務務
経経
済済
常常
任任
委委
員員
会会

所所
管管
事事
務務
調調
査査

本別漁港視察状本別漁港視察状況況

◇
民
生
文
教
構
成
委
員

　
委

員

長
　
浦
　
　
梅
吉

　
副
委
員
長
　
川
村
　
裕
司

　
委
　
　
員
　
竹
ケ
原
公
勝

　
委
　
　
員
　
中
川
　
　
一

　
委
　
　
員
　
野
田
　
重
毅

◇
調
査
事
項

　
小
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
シ
ス
テ
ム
の
視
察
に
つ
い
て

◇
調
査
年
月
日

　
平
成
　
年
８
月
　
日

２６

２０

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
提
出
さ
れ
た
関

係
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

◇
調
査
結
果

　
小
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
に
小
学
校
、
平
成
　

１１

１２

年
に
中
学
校
に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
　
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
　
）
搭

９８

９８

載
パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ
れ
、
平

成
　
年
度
に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

１８
Ｘ
Ｐ
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
エ
ッ
ク

ス
ピ
ー
）
へ
と
更
新
さ
れ
て
お

り
、
更
新
時
に
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
改
修
及
び
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
更
新
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

民
生
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

民民
生生
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

所所
管管
事事
務務
調調
査査

本別漁港振れ込み（波）状本別漁港振れ込み（波）状況況
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委
員
会
の
活
動

研
修
会
報
告

エ
ッ
ク
ス
ピ
ー
）
の
メ
ー
カ
ー

保
証
が
終
了
と
な
り
、
継
続
し

て
使
用
す
る
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
上
危
険
な
た
め
更
新
し
た
も

の
で
、
合
せ
て
更
な
る
情
報
教

育
の
向
上
及
び
各
教
科
で
の
利

用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
更
新
台
数
は
、
小
学
校
、

中
学
校
と
も
に
　
台
の
計
　
台

４０

８０

と
な
っ
て
お
り
、
児
童
、
生
徒

用
の
パ
ソ
コ
ン
は
す
べ
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
し
て
も
使
用
で
き
る

セ
パ
レ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
、

校
内
全
て
の
教
室
で
利
用
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
更
新
費
用
は
合
計
２
５
７
５

万
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
８

月
７
日
に
納
品
を
完
了
し
て
い

る
。
　
パ
ソ
コ
ン
は
現
代
社
会
に
お

い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
授
業
は
児
童
生
徒
の
今
後

に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ

れ
、
ま
た
、
今
回
導
入
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
広
範
囲
な
場
所
で

授
業
が
で
き
、
更
な
る
利
用
の

拡
大
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

情
報
教
育
の
一
層
の
充
実
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

中学校コンピューター室視察状中学校コンピューター室視察状況況

　
去
る
　
月
　
日
に
平
成
　
年

１０

２７

２６

度
渡
島
管
内
市
町
議
会
議
員
研

修
会
が
北
斗
市
で
開
催
さ
れ
、

議
員
９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
北
海
道
監
査
事

務
局
長
の
中
西
猛
雄
氏
が
「
北

海
道
新
幹
線
開
業
と
道
南
地
域

の
振
興
策
に
つ
い
て
」、
時
事

通
信
社
外
信
部
長
の
岸
田
芳
樹

氏
が
「
激
動
の
国
際
情
勢
と
日

本
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
、
管
内
の
市
町
議
会
議
員

（
函
館
市
を
除
く
）
約
１
０
０

名
が
出
席
さ
れ
、
長
時
間
に
わ

た
る
講
演
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
人
の
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修

議
員
研
修
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

議
員
研
修

議
員
研
修
会会
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頚
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荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

　１４日　鹿部町成人式 （議長ほか議員）

　１９日　前田一男衆議院議員との懇談会（全議員）

　２０日　民生文教常任委員会所管事務調査

 （関係委員）

　２２日　議会広報研修会 （関係委員）

　２７日　渡島檜山町村議会議長連絡会議 （議長）

　２８日　第２回南渡島消防事務組合議会定例会

 （関係議員）

　２９日　第２回北海道市町村職員退職手当組合

　　　　議会定例会 （議長）

　３１日　陸上自衛隊函館駐屯地創立６４周年祝賀会

 （議長）

　５日　議会運営委員会 （関係委員）

　７日　第５２回北海道障害者スポーツ大会 （議長）

　９日　第３回定例会（１日目） （全議員）

　　　　議員全員協議会 （全議員）

　１０日　決算審査特別委員会 （全委員）

　　　　第３回定例会（２日目） （全議員）

　１２日　鹿部町敬老会 （議長ほか議員）

　１４日　しかべ幼稚園運動会 （議長ほか議員）

　１７日　渡島福祉会評議員会及び理事会

 （議長ほか関係議員）

　２９日　大漁祈願祭 （議長）

　３日　元気もりもり運動会 （議長）

　２０日　議会運営委員会 （関係委員）

　２３日　渡島廃棄物処理広域連合議会定例会

 （関係議員）

　２３～２４日　全国漁港漁場大会 （議長）

　２７日　渡島管内市町議会議員研修会 （全議員）

　３１日　第４回観光開発特別委員会 （全委員）

８月

９月

１０月

平成２６年８月～平成２６年１０月　本会議及び各委員会等の出席状況
（○は出席、×は欠席、△は遅刻・早退、―は該当なし）

中
川
　
　
一

佐
藤
　
頼
幸

船
橋
　
敦
子

川
村
　
裕
司

野
田
　
重
毅

盛
田
　
鐵
次

朝
井
　
翔
二

吉
　
　
英
樹

浦
　
　
梅
吉

竹
ヶ
原
公
勝

会　　　議

○――○○―――○○民生文教常任委員会所管事務調査（８／２０）

―○―○○―――○○議会運営委員会（９／５）

○○○○○○○○○×平成２６年第３回定例会１日目（９／９）

○○○○○○○○○△議員全員協議会（９／９）

○○○○○○○○○○決算審査特別委員会（９／１０）

○○○○○○○○○○平成２６年第３回定例会２日目（９／１０）

―○―○――――○○議会運営委員会（議会だより編集）（１０／２０）


